
研究レビュー

　コロナ禍以降、国際的にフード・サプライ・チェーンのレジリエンスに対する関心が高まるなか、長年
「物価の優等生」と呼ばれ続けてきた日本の鶏卵も近年その価格が高騰しています。本稿では鶏卵価格分析
の位置づけと展望を整理しました。

（中村・大木，2013；橋本・種市，2023）、供給要
因だけではとりわけ近年の価格動向は説明しきれな
いと考えられます。

３．鶏卵価格分析の研究動向
　このように、価格安定の背景メカニズムについて
は研究蓄積が乏しいですが、鶏卵の価格分析ではど
のような研究が行われてきたでしょうか。国内文献
にはいくつかの事例研究があります。平塚・浜田
（1982）は島根県内39の鶏卵生産経営を対象に販売
価額を含めた実態を記述統計的に分析し、鶏卵の価
格形成がしばしば特定の生産者と特定の需要者の間
の閉鎖的な市場構造のもとで行われていると考察し
ています。三田（1993）は食料品小売業の個別店
舗にアンケートを配布し鶏卵については回答を得た
115店舗から小売マージン率を計算し、平常価格の
場合は15～20%程度であるのに対して特売品では
10%以下が多く、時にはマイナスになることを示
しています。中村・大木（2013）は神奈川県のスー
パー39店舗の店頭調査から10個パックの販売価格
に対して６個パックは平均単価および価格の分散も
より高いことを明らかにしています。橋本・種市
（2023）は山口県、島根県、鳥取県に位置する中規
模採卵鶏経営３社およびローカルスーパー３社に対
する聞き取り調査を実施し、採卵養鶏経営が特売日
に納品する鶏卵の卸売価格を低く設定することか
ら、小売主導の取引関係があることを述べていま
す。
　また、集計データを用いた分析では、趙・杉山・
小栗（1995）は中央畜産会集計と思われる「畜産
経営診断」の全国集計データを用いた回帰主成分分
析から、遠隔地に比べて都市近郊地域では採卵鶏経
営の所得に販売価格がより大きく影響していること
を示しています。平児・荒幡・杉山（2000）は流
通統計や貿易統計を用いて鶏卵需要と加工卵仕向量
の関数を同時方程式モデルにより推定しました。日
米比較から殻付卵需給のバッファーとして加工卵が
価格変動を抑制するという機能は日本では限定的で
あると示唆しています。
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１．はじめに
　鶏卵は「物価の優等生」と呼ばれ、長期にわたっ
てその名目小売価格が安定して推移してきました。
しかしながら、2022年の冬以降に価格は大幅に高
騰し、スーパーで販売される鶏卵10個パックの平
均価格は150円前後からピーク時には250円前後に
まで跳ね上がりました。ロシアによるウクライナ侵
略に伴う生産コストの高騰や西日本で自然災害が頻
発し需給がひっ迫していたことに加え、高病原性鳥
インフルエンザの感染が全国的に拡大したという複
数の供給ショックの重なりがその背景にあります
が、近年天候不順による自然災害や感染症の拡大、
地政学的リスクの発現といった供給ショックが頻発
しており、食料供給リスクが高まっているといえま
す。コロナ禍以降、国際的にも食料供給リスクへの
関心は高まっており、今回はとくに日本で長く安定
した価格から離脱した鶏卵を題材としてその価格分
析の動向を研究レビューの形で紹介します。

２．鶏卵価格長期安定の謎
　日本の鶏卵がなぜ「物価の優等生」と呼ばれるほ
ど安定した価格を長期にわたって維持してきたの
か、なぜその状態から離脱したのかを知ることは食
料品価格の安定性やそのメカニズム、生産者へのイ
ンプリケーションを理解するうえで重要です。しか
しながら、その背景メカニズムに関する学術的知見
の蓄積は乏しい現状にあります。
　観察による記述としては、採卵鶏経営の規模拡大
や鶏種の改良、鶏舎設備の近代化や垂直統合など生
産性向上による供給能力の増大が挙げられてきまし
た（平塚・浜田，1982；橋本・種市，2023）。供給
の増加は安定した需要のもとで実質価格を低下させ
るため、インフレ期においては名目価格を維持する
といえますが、これらは実証的に検証されてはいま
せん。また、2000年代にはデフレ下においても鶏
卵は「物価の優等生」として安定した価格を維持し
てきたことに加え、生産者価格・卸売価格と小売価
格の連動が弱まってきていることが分析されており
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　国際的には、鳥インフルエンザ発生による供給リ
スクにフード・サプライ・チェーンがどのように反
応するかという観点で垂直的な価格伝達の分析が蓄
積されてきました（例えば，Acosta et al., 2020；
Hassouneh et al., 2012；Mitchel et al., 2024；Park 
et al., 2008；Seok et al., 2018）。これらの研究は鳥
インフルエンザ発生後の推移で小売企業がそのマー
ジンを高めることや生物学的な生産のラグがフー
ド・サプライ・チェーンのリスク対応に大きな影響
を及ぼすことなどを示していますが、その一方で流
通や労働、資材の移動といった水平方向のサプラ
イ・チェーンの役割が見過ごされてきたと指摘され
ています（Hobbs and Hadachek, 2024）。また、こ
れらの分析には価格時系列データが用いられ、輸送
コストや非対称伝達等を考慮した時系列分析手法の
発展もこの分野の議論に貢献してきました（von 
Cramon-Taubadel and Goodwin, 2021）。
　以上のように、国内研究では閉鎖的な市場のもと
で主に小売側の価格決定力が強く、鶏卵は特売され
やすい反面、銘柄卵などブランド力をもって高価格
帯を形成するものも存在することが示されていま
す。一方、国際的には価格伝達の時系列分析手法を
用いてサプライ・チェーン全体の構造とその供給リ
スクに対する耐性を評価しようとする研究がなされ
てきたといえます。

４．課題と展望
　国内外の文献を比較してみれば、生産者価格、卸
売価格および小売価格の時系列データを整備してサ
プライ・チェーン全体の分析を実施する研究は日本
の鶏卵を対象としてはほとんど存在せず、したがっ
て日本では鶏卵サプライ・チェーンの全体的な動学
はあまり明らかにされていないといえます。一方
で、これまでの垂直方向でのサプライ・チェーンだ
けでなく水平方向の役割にも着目すべきことが指摘
されており、そのような分析の方向性はPOSデータ
等の利用によって日本を対象としても十分可能であ
ると考えられます。
　さらに、国際的にもフード・サプライ・チェーン
のレジリエンスに対する関心が高まる中、レジリエ
ンスと効率性とのバランスをどのようにとるのが最
適であるのかといったことを検討するうえで、長期
の価格安定を維持してきた日本の鶏卵は興味深い事
例となりえます。そのような意味で、日本ではなぜ
鶏卵が物価の優等生となりえたのかに関する研究の
蓄積は今後重要性を増していくと考えられます。
　なぜ長期にわたる価格安定が維持されてきたの
か、それは食料供給の安定にとってどのような意味
をもっていたのか、また、垂直方向での価格伝達構
造を明らかにすることに加えて水平方向でのサプラ

イ・チェーンの役割はどのように評価できるのか、
こうした諸論点にアプローチする研究が望まれま
す。
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